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ることを目的としている。CIRCLEは「Circle of International Red 























貧困が上げられる。昨年2月、V. Cholera 01 型コレラ患者が確定さ
れて以来、2012年度のコレラ有症状者数は22971人、うち死亡者数
は299人（死亡率1.3%）に至り、歴代2番目の記録を残した。8月、
政府のコレラ発生異常事態宣言を受け、西アフリカ連盟代表部を通
じて連盟調査チーム（FACT）、災害対応チーム（RDRT）、３基の
緊急対応ユニット（ERU）が出動となった。それと同時に、緊急暫
定アピールが発令された。　
【活動と成果】筆者は、国際赤十字連盟の保健要員として6か月にわ
たり地元赤十字、国連、保健省、そしてNGO と共にコレラ予防対
策の整備、救護所を拠点にしたコレラ予防教育、コレラ症例評価を
継続してきた。その結果、次の成果が確認されている。１）経口補
水塩に関する認識が高くなり、赤十字の運営する一時救護所の利
用率がベースラインと比較して40％増えた。２）コレラの原因が
バクテリアで汚染された水や食物の摂取によって起こると答えた
住民がベースラインと比較して40％増えた。３）家庭でのトイレ
の使用率が30％から80％に増えた。４）石鹸を常備する世帯が30％
から70％、水を浄化するアクアタブの使用経験のある世帯も40％か
ら83％まで伸びた。５）反面、煮沸やろ過で飲料水を確保する住民
は依然として20％以下であった。６）赤十字活動の認識も30％から
70％まで伸びた。７）シエラレオネの経験を基に、引き続き、赤十
字連盟は各機関と協働で、西アフリカ地域全体でのコレラ感染予防
対策を強化していく基盤が出来た。
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ウガンダ赤十字社母子保健事業報告
～3ヵ年事業の活動及び成果と今後の課題～
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【はじめに】2010年1月より、日本赤十字社はウガンダ赤十字社がウ
ガンダ北部で行う母子保健事業を支援してきた。今回3ヵ年事業の
終了を迎え、これまでの活動及び成果、そして今後の課題を報告す
る。
【活動】「対象地域の妊産婦と地域住民を対象とした母性保護を推進
させる」を目標に掲げ、次のような活動を行った。1.ボランティア
研修を開催し、80名のボランティアを育成した 2.自転車救急車27台
を主要な村に配置した 　3.妊婦へ出産に必要な最低限の物品をつめ
たママバッグを10,000個配布した 4.男性にも参加を呼びかけた対話
集会を開催した。
【成果】事業開始時には2割しか保健センターで出産していなかった
状況を7割にまで改善することができ、産前検診を4回以上受けた妊
婦の割合を2倍にすることができた。また、妊娠中や出産直後の女
性に対する家事や畑仕事などの負担を軽くする配慮が必要と考える
男性の割合を5割から9割にすることができた。
【今後の課題】ボランティア一人当たりの担当地域が広く、交通手
段が整備されていないため、ボランティアの活動や妊産婦の保健セ
ンターへの行き来が制限されている。また、これまでの活動で住民
に広がった安全な出産に対する意識を定着させること、事業終了後
のサステナビリティに向け、地方行政との連携を深めることが重要
となる。
【おわりに】ウガンダ北部での上記の課題を含めた母子保健問題に
取り組むため、2013年１月から3年計画で母子保健事業を継続する
ことになった。新事業では、支援する保健センターの数を9箇所か
ら13箇所に増やし、ママバッグを15,000個配布する予定である。ウ
ガンダ北部の住民が、安全な出産について正しい知識を身につけ、
自ら考え支えあう体制作りを支援したい。
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